
伐採林の100％活用を目指せ！

～ 林地残材の低コスト搬出システムの開発 ～

森林の

施業管理

研究の背景・目的

研究方法

私たちの生活に不可欠な紙製品は、木材を小さく刻んだ木材チッ

プから生産されています。

現在、柱材などを生産するため森林を伐採する際に、チップ原料と

して活用できる端材（根元・先端部分・曲がり材等）は利用されずほ

とんどが林内に残されています。

国内産の木材チップへの需要が高まっているなか、これら林地残

材を伐採現場から製紙工場へ低コストで搬入できるシステムが確立

されれば、森林資源の有効利用が可能になると同時に、森林所有者

の収入アップにもつなげることができます。

① 伐採搬出システムの検討

学識経験者、木材生産業者等の意見を聴き、本県に適した作業システムの検討を行います。

② 低コスト搬出実証試験及び聞き取り調査

スギ、ヒノキ人工林の伐採現場からチップ工場に搬入されるまでに要する経費についてコスト調

査を行い、低コスト化が可能となる作業方法・機械配置・搬出路整備などの因子について分析しま

す。

林地残材（端材）

●林地残材搬出システムのイメージ
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